
JournalofFossilResearch,Vol. 26, 49-52 (1994)化石研究会会誌

〔特集〕

穿孔性コケムシの古生物学

福田芳生＊

ものは，オルドビス紀末より知られている(Taylor,

1990)。穿孔性コケムンは最初に乃犯?""深"”属が出

現し，中生代に入ってジュラ紀末から白亜紀初期にか

けて屍犯"?切れ地属が分化して来たと考えられている

(Sil6n, 1947;Soule, 1950)。

まず〃""9，gE”j”属というのは，主走痕からほぼ等

間隔で左右に側根を派生し，側根分岐点の下方， また

は中央付近に虫室孔(巣穴）を形成する（図1)。この

虫室孔は宿主の石灰層中に，垂直あるいは傾斜して穿

孔される。助z加97群"”属では，走根に直接虫室孔の

開口部が位置することが，最大の特徴となっている

(Sil6n, 1947jSoule, 1950)。最初，主走根に個虫を生

じ虫室の穿孔力欝開始され，その後，主走根と平行にあ

るいは樹枝状に走根を形成するので，宿主表面に布目

状もしくは樹枝状の複雑な紋様を描くことになる。

馬渡（1965）によれば，本邦ではカイヤドリコケム

シ（""’8煙F'z加，〃"”伽"sjs)が知られているとい

う。もう一方の彫れ"”"”属というのは,走根と虫室

の開口部との間に細い頚部が介在していて，走根部に

直接虫室が開口することのないグループである（図

2)。従って，主走根や側根の通路の傍に円形あるいは

楕円形の虫室開口部が並ぶことになる。

このような穿孔性コケムシは，長楕円形の虫室孔の

内部にカンテン質の袋に包まれた，虫体を収容する。

虫室孔の開口部は円形，紡錘形，楕円形などさまざま

である。虫室孔の深さは〃""e瘤e邦〃α属及び

馳犯2"""施属において, 0.5mm前後である(Soule,

1950)。

虫室の連絡に与る主走根，側根は個虫が高度に変形

することによって形成されたもので，特に異形個虫

(heterozooid)と呼ぶことがある。それらの走根は虫室

孔と同様，宿主の石灰層中に浅く穿孔されるが，その

本体はカンテン質であるため動物の死後速やかに分

解消失してしまう。

この穿孔性コケムシは，いかにして石灰層中に巣穴

を穿つのであろうか。その穿孔法に関する研究は，現

在のところSil6n(1947)による報告が唯一のものであ

1．はじめに

現在，生痕化石の研究対象となっているものの中で，

最も注目を浴びているものは，なんと言っても動物の

住い跡であろう (Bromley, 1970;Warme,1975)。そ

んな住い跡（巣穴）の化石には，電子顕微鏡で観察し

なければ分り得ないようなミクロのものもある。今回

述べるのは，その種の微小な穿孔性コケムシによる住

い跡についてである。

そこでまず，穿孔性コケムシの古生物学，次いで筆

者による木下部層中の穿孔性コケムシの電顕的な観察

結果について順に述べることにする。

2．穿孔性コケムシの古生物学

現今，主として世界各地の沿岸水域で繁栄し，固着

生活を営んでいるコケムシは，方解石を主体とする小

型の虫室を形成し，その内部に虫体を収容している。

このようなコケムシは腕足動物やホウキムシを含む触

手動物(Tentaculata)の一員であり，隠口亜目

(Cryptostomata),変口亜目(Trepostomata),円口

亜目(Cyclostomata),櫛口亜目(Ctenostomata),唇

口亜目(Cheilostomata)が知られている(馬渡, 1965)。

最古のコケムシは， ミズリー州のオルドビス紀初期

のブラックロック石灰岩より見出されており， それは

変口亜目の一種と考えられている(McLeod, 1978)。

それらの中の隠口亜目と変口亜目は古生代末の二畳紀

に姿を消している。

特に櫛口亜目と呼ばれるものは，通常のコケムシに

見るような石灰質の虫室を終生形成することがない。

虫室は化石として残ることの困難なキチン質やカンテ

ン質の袋からなっている。しかし，この櫛口亜目の中

の2属は他物の表面に独特な穿孔痕を形成する。その

ため住い跡の化石として残ることができるので，かな

り以前から動物学者や古生物学者の関心を引いていた

(Magdefrau, 1937;Silen, 1946)SouleandSouie,

1969jVoigtandSoule, 1973)。

このような穿孔性コケムシは,""z97深"勉屈と

此"”極"”属の2つである｡穿孔性コケムシの最古の
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図2 鹿"e"tz"趣属の虫室孔内部の虫体を示す｡虫室

孔開口部が走根に直接開いていないことに注意

されたい。

穿孔性コケムシ〃72"287gg""sp､による樹枝状

の住い跡を模式図で示す。袋状の鱗造は虫室孔

である。矢印上方の図は巣穴内部の虫体である。

図1

る。ここに，その概略を紹介しよう。穿孔性コケムシ

(この場合，鹿""7tz""此"sα）の侵襲を受けた貝殻

では，他と比較して高機度のリン酸が検出された。

この事実は走根及び虫室孔内部の生体からリン酸が

分泌され，穿孔が行われたことを示し，化学的穿孔

(chemicalborings)のカテゴリーに入る。Silgn(1947)

の調べたのは彫〃e"zz""tz属のものであるが，その穿

孔法は恐らく〃""Ze7g穆泥”属とて同様と考えてよい

のではないだろうか。

穿孔性コケムシの穿孔対象は極めて多岐に及び，現

生種のものでは海中の木材， コンクリート構築物，礫，

金属，ガラス， ロープ，貝殻，サンゴ，甲殻類及び鰊

皮動物の外骨格，多毛類の石灰質の棲管，腕足動物の

殻，原索動物（特にホヤ）の外被などを挙げることが

できる(SouleandSoule, 1969)。

化石種のものではベレムニテス(BE""犯旋ssp.)の

閉錐，アンモナイトや貝類の殻，鰊皮動物及び甲殻類

の外骨格，死後海底に沈下した脊椎動物の骨格や抜け

落ちた歯(これは現生種に於ても同様)，サンゴ，腕足

動物の殻，礫などが挙げられている(Silen, 1947i

SouleandSoule, 1969;VoigtandSoule, 1973)。

(大森・福田， 1976)より産出する穿孔性コケムシにつ

いて調べている。その住い跡の大部分は,""ze7郡"施

属のものである(福田， 1981)。それらは， ウチムラサ

キ(S"此勿加"sl"’かzz"s)やミルクイ（乃惣sz偲陀gg"")

などの，厚手の殻体を有する二枚貝の死殻内側に認め

られる。特に腹側縁に多く穿孔する傾向がある。ウチ

ムラサキでは50個体中約半数のものに〃泥加"群犯施

Spによる巣穴を認めることができる。

それらは肉眼的には，細かな布目状あるいは樹枝状

の刻線として映ずる･その巣穴は極めて微細であるた

め，研究室に持ち帰った貝殻の内側表面をルーペを用

いて丹念に観察しなくてはなかなか発見し難い。

ここに掲げた写真（図3～8）は，すべて千葉市谷

当町の木下部層より得たウチムラサキの殻内側腹側縁

に形成された， 』”""牢""Zzsp.による住い跡（巣穴）

を示す走査型電子顕微鏡像である。図3～4では布目

状もしくは樹枝状を呈する住い跡の低倍率像である。

図4の矢印は，穿孔性コケムシの住い跡の上に，多

毛類のチューブ状の棲管が形成され，虫室孔開口部が

半ば閉ざされた様子を示す。図5～7は虫室孔開口部

の形を示す。図7の矢印は，虫室孔の底部がほとんど

露出している様子を示す。この虫室孔開口部の大きさ

は長径が130"m,最大幅力ざ40"mの紡錘形を呈し,虫室

孔の深さは300"mから500"m前後あり，虫室孔全体

の形は左あるいは右方に緩く湾曲した長楕円形である。

生息時，〃""2gjge""sp.の虫休は，虫室孔開口部か

ら触手冠を伸ばして，海水中を浮遊する有機物質や珪

藻類を採取して生活していたのであろう。

3．木下部層産の穿孔性コケムシ

冷水域から温帯域にわたる貝類， コケムシ類，甲殻

類，鰊皮動物などの遺骸を豊富に産出する成田層では，

本論の穿孔性コケムシの住い跡を残す化石も，かなり

含まれていることが明らかになってきた。

筆者は現在，千葉市谷当町の成田層上部の木下部層
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千葉市谷当町の木下部層産のウチムラサキ死殻内側に形成された，穿孔性コケムシ〃z‐

7722jge""tzsp.の住い跡（巣穴）を示す走査型電子顕微鏡像。図3～4は樹枝状の住い跡を

示す低倍率像。図5～7は虫室孔開口部の様子を示す。図8は穿孔性藻類による激しい侵

襲の跡を残す虫室孔底部(Uは狸を表す)。なお，各図の詳細と説明は本文を参照された

い。

図3～8
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図5の矢印は，〃z"g'群7z”の虫室孔開口部の近く

に穿孔性海綿α""αSp・が巣穴を形成したことによ

り，虫室孔開口部の一部が破壊された様子を示す。図

8は虫室孔底部を示す電顕像であるが，その全面にわ

たって穿孔性藻類(boringalgae)による，高い密度

の穿孔痕が認められる。

それはコケムシの死後も，宿主となったウチムラサ

キの死殻が底質表面に露出していたことを示している。

概して穿孔性コケムシは，内湾の静穏な環境を好むこ

と力:知られている(SouleandSoule, 1969)。

このことから，谷当町の木下部層は内湾の静かな環

境のもとで形成され， しばしば長期にわたる堆種活動

の中断があったことを示唆している。
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4．終りに

コケムシは現在，淡水にも海水中にも生活している。

その生態はかなり変化に富み，常に石灰質の虫室を形

成するものばかりではなく，他物に穿孔して巣穴を形

成するものまであり，それは生痕化石としての意義ば

かりか，生活様式の進化という点からも，大いに興味

をそそられる対象である。

しかしながら我国では，化石種の穿孔性コケムシの

研究例は，皆無と言っても過言ではない状況にある。

筆者のこの報文を読んで将来，穿孔性コケムンの古生

物学に取組んでみようという，熱心な学徒力:現れんこ

とを念願して筆を置くことにする。
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Summary

Newstudiesontheboringorganismsfoundinmanypelecypodshellswhichwerecollectedrecently

fi･omtheKioroshi formation (latePleistocene) inYatomachinearChibacityweredone・Theseboring
organismsbelongtothectenostomebryozoangenus"z"979E""becausetheyhavethreadliketunnels.

SuchshellshavingboresdrilledbytheboringorganismsareusefUlforthepaleoecologicandthetaphonomic
reconstructions.
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